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伝統工芸の資料を基にした社会的・観光的資源の作成

ものづくりにおける技能継承

応用分野  Application areas

京都の伝統工芸の技能者や、伝統工芸の現状に関心のある専門家をはじめ、ものづ

くりの技能継承に携わっている方と共同研究ができればと考えています。また、観光関

係者や学校関係者の方たちにも研究成果を社会的に活用して頂きたいと思います。

共同研究等へのニーズ  Need for joint research

京都の伝統工芸における社会・産業的実態の解明を研究テーマとし、京都の伝統工

芸に関する①需要の歴史的背景・主体、②材料・道具の特性や供給基盤、③技法や制

作工程、④細分化された生産システムや流通システム、⑤手仕事に対する技能者の意識、

⑥現代社会における意義などについて、様々な面から研究を進めています。そのため、

文献調査やインタビュー調査などの定性的手法と、統計学、材料科学などの定量的な

手法を組み合わせて学際的な研究を行なっています。また、研究におけるバイアスを防

ぐため、「研究対象の問題の所在とは何であるのか？」という根本的な問いについても

常にアプローチし続けています。

最近は特に伝統工芸の今を支える現代の職人たちの技能継承に対する意識や現状の

顕在化に関する研究に注力しており、実際に京都の伝統工芸の工房に赴き、インタビュー

調査を行なっています。伝統工芸の技能継承に関しては、修行期間の短縮化・効率化な

ども度々指摘されていますが、技能や知見といった目に見えないものを伝えることは困

難を極めます。そのため、1つの観点からのみではなく、種々の方法の長所と短所を理

解しながら、相互補完的な研究を行なうように心掛けています。また、各工芸で使用さ

れている天然材料や道具、技法、工程の特徴については、伝統的なもののみを調査す

るのではなく、代替となる材料や道具、そしてその変遷に伴う技法や工程の変化を含め

た調査を行なっており、平成時代そして令和時代の現状記録を進めています。
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